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はじめに


















捗した。07 年には関西国際空港に初めて LCC の
ジェットスター航空が就航し、02 年以降新規設立
が無かった国内でも小型機中心の運航という新し

























3） 「アジア・ゲートウェイ構想」参照。（アジア・ゲートウェイ戦略会議（平成 19 年 5 月 16 日））。なお、アジア・ゲートウェイの考
え方自体は、第 165 回国会における所信表明演説（平成 18 年 9 月）にて打ち出されている。「アジア・ゲートウェイ構想」には、①
航空分野の航空自由化のみならず、②貿易手続きの簡略化、③留学生の受け入れ拡大、④大学のグローバル化、⑤金融自由化、⑥農
業の大胆な改革と輸出推進、⑦構造改革特区を活用したアジアとの交流強化、⑧日本文化の発信などの重点項目が含まれる。
4） 民間の能力を活用した国管理空港等の運営等に関する法律案（民間空港運営法案）は、平成 24 年 3 月 6 日に閣議決定後第 180 回通
常国会に提出されたものの審議未了で第 181 回臨時国会に継続審議となるも廃案となった。ただし法案自体が否決されたものではな
く、平成 25 年度の通常国会に再度提出されることが予想される。


















2000 年代の約 25 年という比較的長い時間をかけ
て進展したが、その第 1 ステージたる「航空自由
化」は 1980 年代後半から始まった（図 1）。




行った。その後 1990 年のパッケージⅡ、1993 年
のパッケージⅢと段階的に各国の規制緩和を進め、








イン等の南欧諸国も含む 12 か国、3.7 億人の統合
EU 市場が登場し、その後 04 年には旧共産圏の東
欧・旧ソ連諸国を中心に新たに過去最高の 10 か国
を加え（「EU の東方拡大」）、現在までに 27 か国、
5 億人の巨大市場へと拡大した（図 2）。更には






BAA に承継（株式会社化）。BAA はヒースローを含む 7 空港を一括運営。②年間売上 100 万ポ
ンド以上の空港を株式会社化。
1987 年　BAA 株式上場。政府保有株を全て売却し完全民営化。London City Airport 開業
1988 年　EC「域内共通航空政策（航空自由化パッケージⅠ）」発効
1992 年　EC 域内共通航空政策「パッケージⅡ」発効




2003 年　Wizz Air 誕生
2004 年　EU 東方拡大（ポーランド、ハンガリー等東欧・バルト諸国等 10 か国が加盟）。Vueling 誕生。
Air France-KLM が経営統合により発足。
2006 年　Grupo Ferrovial のコンソーシアムが BAA を買収、上場廃止。GIP が London City 空港取得（10 月）
2007 年　Swiss International Airlines が Lufthansa の子会社になる。
2009 年　公正取引庁（Office of Fair Trading）の付託により競争委員会（CC：Competition Commission）か
らの調査報告が「BAA のサービス低下等の問題」を指摘し、ロンドン地域において Gatwick、
Stansted、スコットランドにおいて Edinburgh /Glasgow 売却の勧告（3 月）、Gatwick 空港が GIP
に売却された（10 月）。Austrian Airlines が Lufthansa の子会社になる。
2010 年　International Airlines Group(IAG) が経営統合により発足。





























友人の旅行（VFR：Visiting Friends & Relatives）が、
更に旅客数増に貢献した。UNWTO は「メリダ宣
言（2012 年 5 月）」において「ビザ円滑化の改善
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図 3　英国と EU（南東欧）諸国間の旅客推移














　図 4 の通り、1985 年登場の Ryanair に続き、
Norwegian Air Shuttle（93 年）、easyJet（95 年）と




られたことで、Ryanair に代表される LCC が他国
にベースを設置することが容易になったことも航
空市場の成長を促し、域内の航空輸送量は 1986 年
～2005 年の 20 年間に航空路線数ベースで 5 倍に、










　EU 域内の完全航空自由化が実現した 1997 年ま
でを、欧州の航空自由化のステージⅠとすれば、







図 5　欧州の航空市場の持続的成長への LCC のインパクト
???CAA (2006) ???CAA (2006)
7） 04 年に Air France と KLM が、持株会社方式で経営統合され Air France-KLM となった。10 年には英国航空とイベリア航空が経営統
合し IAG となった。ルフトハンザは 07 年にスイスインターナショナル航空、09 年にオーストリア航空などを買収し傘下に納めてい
る。
図 4　欧州の LCC
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大方針が出され、翌 87 年に BAA の民営化・上場、
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図 6　LCC のインパクト――ライアン航空の旅客推移と競争力
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　ASEAN ではエアアジアが登場した 02 年以降、










































































10） ICAO は、2005 年から 2025 年までの 20 年間、アジアにおいて旅客量輸送量が 3 倍に増えることを予測している。
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14） GIP（Global Infrastructure Partners）は 2006 年 7 月に General Electric（GE）、クレディスイス等により設立されたインフラファンド。
OECD 諸国の交通やエネルギープロジェクトを中心に投資を行い事業付加価値創造を行う。英国ではロンドンシティ空港（06 年取
得）、ガトウィック空港（09 年取得）、エジンバラ空港（12 年取得）の、異なる場所、特性を持った複数空港を運営している。三菱商
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